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●総合防災訓練に参加しよう！！ ……………………②
●忘れずに備えよう！災害用備蓄品！！ ……………③
●力を合わせて節電を！！ ……………………………④
●被災地支援活動に参加………………………………⑤
●㈶吉田茂国際基金から２億7,658万円の寄附 ……⑥

●交通指導員を募集……………………………………⑧
●「１市２町ごみ処理広域化実施計画（案）」
　　　　　　　　　　　に対する意見を募集………⑫
●図書館・郷土資料館だより…………………………⑭
●情報コーナー…………………………………………⑮

お も な 内 容

▲旧吉田茂邸の再建に向け熱い思いを語る中﨑町長
　（㈶吉田茂国際基金への感謝状贈呈式にて）

〔関連記事 6ページ〕
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過
去
の
災
害
に
よ
る
町
の
被
害 

①

　
地
震
発
生
時
か
ら
避
難
所
の
開
設
・

運
営
ま
で
を
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ

て
行
う
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
お
互
い
に
声
を
掛
け
合

い
、
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

▼
と
き
　
８
月
21
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
12
時

　（
小
雨
実
施
）

▼
訓
練
内
容

①
午
前
９
時
に
地
震
発
生

②
自
宅
か
ら
、
い
っ
と
き
避
難
場
所

へ
避
難

※
い
っ
と
き
避
難
場
所
は
地
域
で
定

め
て
い
ま
す
。

　
　
　

③
い
っ
と
き
避
難
場
所
か
ら
指
定
避

難
所
へ
避
難

　（
詳
細
は
回
覧
参
照
）

④
指
定
避
難
所
の
開
設
と
運
営
訓
練

（
炊
出
訓
練
、
給
水
訓
練
、
仮
設

ト
イ
レ
設
置
訓
練
、
物
資
等
搬
送

訓
練
な
ど
）

※
指
定
避
難
場
所
で
あ
る
大
磯
小
学

校
で
は
、
救
護
所
運
営
訓
練
も
行

い
ま
す
。

▼
訓
練
会
場

【
指
定
避
難
所
】（
７
か
所
）

　
　
大
磯
小
学
校
（
救
護
所
運
営
訓

練
有
り
）
、
大
磯
中
学
校
、
国
府

小
学
校
、
国
府
中
学
校
、
大
磯
高

等
学
校
、
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
訓
練
想
定

【
大
規
模
地
震
発
災
対
応
訓
練
】

　
８
月
21
日
（
日
）
午
前
９
時
頃

神
縄
・
国
府
津
│
松
田
断
層
帯
を

震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
、
建
物

の
倒
壊
、
死
傷
者
の
発
生
。

【
地
震
規
模
】　
震
度
６
強
　
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7.5

▼
そ
の
他

　
今
回
の
訓
練
は
、
自
助
、
共
助

を
主
体
に
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
災
害
時
に
何
を
す
べ

き
か
考
え
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
当
日
は
防
災
行
政
無
線
で
訓
練
放

送
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
訓
練
中

止
の
場
合
は
午
前
７
時
に
町
内
全

域
に
訓
練
中
止
の
お
知
ら
せ
を
放

送
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
危
機
管
理
対
策
室

　
☎
内
線
２
４
１
・
２
４
４

大
地
震
の
と
き⋯

ḏ
あ
な
た
は
何
を
し
ま
す
か

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う
！！

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う
！！

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う
！！

〜
８
月
21
日

　に
実
施
〜

日

　
元
禄
16
年
（
１
７
０
３
）
11
月

に
発
生
し
た
元
禄
地
震
で
は
、
現

在
の
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川

県
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、

川
崎
宿
か
ら
小
田
原
宿
ま
で
、
ほ

と
ん
ど
の
家
屋
が
倒
壊
し
、
津
波

も
犬
吠
崎
か
ら
下
田
ま
で
の
広
い

範
囲
で
沿
岸
を
襲
い
、
熱
海
で
は

７
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
と
推
定

さ
れ
る
大
津
波
が
押
し
寄
せ
た
と

の
記
録
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
東
海
道
沿
い
の
地
面
に

亀
裂
が
生
じ
、
泥
水
が
湧
き
出
す

液
状
化
現
象
や
高
麗
山
な
ど
の

山
々
が
崩
れ
、
宿
場
の
家
屋
の
半

分
近
く
が
倒
壊
し
、
海
で
は
高
波

浪
で
多
数
の
漁
船
が
破
損
し
た
と

い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。

「
大
磯
歴
史
物
語
」よ
り
作
成

　
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
９
月

１
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
で

は
、
東
京
で
最
大
振
幅
14
か
ら
20

㎝
を
観
測
し
、
死
者
・
行
方
不
明

者
14
万
人
、
家
屋
全
壊
消
失
57
万

戸
と
い
う
未
曾
有
の
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
死
者
58
人
、
家
屋
全
壊

６
５
２
戸
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
高
麗
山
下
付
近
で
列
車
が
転
覆

し
て
８
人
が
死
亡
、
大
磯
駅
、
大

磯
小
学
校
な
ど
が
全
壊
、
海
岸
が

約
２
ｍ
隆
起
し
、
岩
石
が
突
起
し

て
、
漁
船
の
出
入
り
が
困
難
に
な

る
な
ど
、
被
害
は
甚
大
で
し
た
が
、

火
災
は
起
こ
ら
ず
、
役
場
と
町
民

と
が
協
力
し
て
、
救
援
活
動
が
行

わ
れ
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

「
神
奈
川
県
震
災
誌
」よ
り
作
成

大磯に関係する主な地震
和暦 西暦 事項

元禄16年 1703年 元禄地震（※1）
宝永4年 1707年 宝永地震
天明2年 1782年 天明小田原地震
安政元年 1854年 安政東海地震
安政2年 1855年 江戸地震
明治27年 1894年 大磯震度５の地震
大正12年 1923年 関東大震災（※2）
大正13年 1924年 相模地震

「大磯町史」9 別編 自然 より作成

◎地形の条件により、昔から
多くの地震が起こる日本。大
磯地域に影響を与えたと考え
られる大地震は、江戸時代か
ら現在まで、少なくとも８回
は発生したと考えられます。

◎問い合わせ　危機管理対策室
　☎内線 241

▲関東大震災で堤防が倒壊した
　大磯海岸（大震災記念写真帳より）

◀関東大震災で倒壊した
　大磯駅
　「震災記録」大磯警察署
1924（大正 13）年刊所収

元
禄
地
震
　
１
７
０
３
年
（
※
１
）

関
東
大
震
災
　
１
９
２
３
年
（
※
２
）
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　町では、地震に備えて備蓄品を備蓄しています。
　なお、各家庭でも非常食や水を最低３日分、また着替えや防寒具など身の回りのものを準備しておきましょう。 
　町では、これら備蓄品のほか、災害時における食糧品などの優先供給について、民間事業者と協定を締結しています。

　
災
害
が
発
生
す
る
と
、
電
気
や
水

道
が
止
ま
っ
た
り
、
道
路
が
寸
断
さ

れ
る
こ
と
が
想
定
で
き
ま
す
。

　
最
低
３
日
分
程
度
の
生
活
が
で
き

る
水
や
食
糧
、
生
活
用
品
を
備
蓄
し
、

避
難
す
る
場
合
に
持
ち
出
す
も
の
を

普
段
か
ら
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
非
常
用
品
と
し
て
備
え
て
お
く
も
の
】

　
非
常
用
品
は
３
つ
に
分
類
で
き
ま

す
。
避
難
時
に
持
ち
出
す
も
の
と
し

て
の
「
非
常
持
出
品
」、
地
震
直
後

の
火
災
や
家
屋
倒
壊
等
に
備
え
る
も

の
と
し
て
の
「
防
災
準
備
品
」、
地

震
後
の
生
活
を
支
え
る
も
の
と
し
て

の
「
非
常
備
蓄
品
」
が
あ
り
ま
す
。

○
非
常
持
出
品

　
両
手
が
使
え
る
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

な
ど
に
避
難
の
と
き
必
要
な
も
の
を

ま
と
め
て
、
目
に
つ
き
や
す
い
所
に

置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
飲
料
水
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
衣
類
、

は
き
物
、
食
糧
品
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
、
貴
重
品
（
現
金
・
通
帳
）、

懐
中
電
灯
、

救
急
セ
ッ
ト
、

雨
具（
防
寒
）、

ウ
エ
ッ
ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
な

ど

○
防
災
準
備
品

　
地
震
直
後
の
火
災
や
家
屋
倒
壊
等

に
備
え
る
も
の

・
火
災
に
備
え
て
…
消
火
器
、
風
呂

の
水
の
く
み
置
き
な
ど

・
避
難
や
救
出
に
備
え
て
…
ス
コ
ッ

プ
、
バ
ー
ル
、
防
水
シ
ー
ト
、
ノ

コ
ギ
リ
、
手
袋
な
ど

○
非
常
備
蓄
品

　
地
震
後
の
生
活
を
支
え
る
も
の

・
停
電
に
備
え
て
…
懐
中
電
灯
（
予

備
電
池
含
）
、
ロ
ー
ソ
ク
、
マ
ッ

チ
・
ガ
ス
停
止
に
備
え
て
…
簡
易
ガ
ス

コ
ン
ロ
、
固
形
燃
料

・
断
水
に
備
え

て
…
飲
料
水

（
ポ
リ
容
器

な
ど
に
溜
め

て
お
く
）

◎
問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
対
策
室

　
☎
内
線
２
４
１
・
２
４
４

町が現在備えている備蓄品の一覧表  （平成23年3月1日現在）
品　　目　　名 数　量 単　位

主食 アルファ米 4,250 食
寝具 毛布 1,526 枚
日用雑貨 スプーン、紙コップ・紙わん、紙皿、割り箸、哺乳器（ビン）など 21,845 点
医療用品 救急箱、担架、簡易ベット、車椅子など 3,207 点
応急対策資機材 給水袋、給水バケツ、ブルーシート、ポリタンク、メガホン、スコップ、つるはし、バールなど 3,211 点
生活用資機材 簡易組立トイレ、テント、かまどセット、釜・鍋セット、ろ水機、野外移動式ガス煮炊釜、バケツなど 122 点
その他 軍手、ガソリン、ヘルメット、発電ラジオ、懐中電灯、ラジオ、アルミブランケットなど 1,782 点

忘れずに備えよう！災害用備蓄品！！忘れずに備えよう！災害用備蓄品！！忘れずに備えよう！災害用備蓄品！！忘れずに備えよう！災害用備蓄品！！
町では準備しています 町の主な備蓄品町の主な備蓄品

皆さんの家庭でも準備が必要！皆さんの家庭でも準備が必要！
地震への備えは、一人ひとりの準備が大切です。

日頃から、非常備蓄品や家族の緊急連絡先などについて確認しておきましょう。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
や

　
　
避
難
に
備
え
た
備
蓄
を

非常持出品

非常備蓄品

防災準備品
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おかしいと
思ったら病院へ

体の異変を察知したら、無
理をせず医療機関に相談を

力を合わせて節電を！！力を合わせて節電を！！力を合わせて節電を！！力を合わせて節電を！！
～キーワード　　はみんなで少しずつ～みんなで少しずつ～みんなで少しずつ～

　
震
災
の
影
響
で
、
今
夏
は
今
ま
で

以
上
に
節
電
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　
節
電
は
、
で
き
る
だ
け
電
気
を
使

わ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
電
力

消
費
の
ピ
ー
ク
時（
13
時
か
ら
16
時
）

の
使
用
を
控
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
右
図
で
も
分
か
る
と
お
り
、
ピ
ー

ク
時
間
の
電
力
消
費
が
最
も
多
い
の

は
エ
ア
コ
ン
で
す
。
エ
ア
コ
ン
の
利

用
を
中
心
に
、
電
力
の
使
い
方
を
見

直
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
72
）４
４
３
８

※節電へのお願いは強制ではありません
3 3 3 3 3 3 3 3 3

。エアコン等の控えすぎは熱中症を引き起こす恐れがあります。
　熱中症予防のポイントを把握しながら、楽しく安全な夏をすごしましょう。

衣のエコ
・日中は帽子や日傘を使用し

て日射を遮る

・通気性のよい素材の服を選

んで体感温度を下げる

・寝具にい草や麻などの素材

　を選んで寝苦

　しさを軽減

食のエコ
・そうめんやスイカなどで夏

の涼しさを体感

・冷蔵庫を整理整頓して設定

温度を「強」から「中」に

住のエコ
・１つの部屋に集まって、家

族団らんを楽しむ

・部屋に緑を取り入れて、視

覚から涼しく

・窓際にすだれを設置して夏

らしさ

　を演出

涼しい夏を過ごすための衣食住のひと工夫

私にできる工夫の節電！！

節電のご協力にあたってのお願い

夏の日中の消費電力（14時頃、全世帯平均）

エアコン
53％

冷蔵庫
23％

照明  5％

テレビ  5％

待機電力  4％

温水洗浄便座  0.8％
パソコン  0.3％

その他
10％

（出典：資源エネルギー庁推計）
  ※数値は最大需要発生日を想定
  ※端数処理の関係で合計は100
  　になりません

　エアコンを使わな
いことで、窓を開け
たままにしているこ
とが多くなりがちで
す。
　外出時や就寝時は
必ず鍵をかけ、空き
巣や忍び込みに注意
しましょう。

空き巣や忍び込み
　　 にご注意を！！

熱 中 症 予 防 の ポ イ ン ト ！

水分、塩分を　
　　こまめに補給
喉が渇いていなくても
定期的に水分を

体調を整えよう
規則正しい生活と
バランスの良い食事で
体力づくりを

無理をせず、　
　適度な休息を

風邪気味や寝不足のとき
は激しい運動は控えよう

部屋の温度は
こまめにチェック

室温28℃を超えないように、
エアコン等の上手な利用を

周りの人も　
　　　気配りを

集団活動の場では、仲間
の体調にも配慮しよう
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東
日
本
大
震
災
に
際
し
、
多
く
の

町
民
の
方
々
か
ら
、
２
万
点
以
上
も

の
救
援
物
資
の
提
供
を
い
た
だ
き
、

県
と
世
界
こ
ど
も
財
団
を
通
じ
て
、

被
災
地
の
方
々
に
皆
さ
ん
の
善
意
の

心
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
世
界
こ
ど
も
財
団
（
星
槎
グ
ル
ー

プ
）
か
ら
、
町
民
の
方
々
へ
の
お
礼

と
活
動
報
告
が
届
い
て
い
ま
す
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

【
町
民
の
皆
様
へ
〜
救
援
物
資

ご
提
供
へ
の
御
礼
〜
】

　
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
方
へ
救

援
物
資
の
ご
提
供
を
頂
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
お
預
か
り
し
た
救
援
物
資
は
、
３

月
17
日
か
ら
被
災
地
に
搬
送
を
開
始

し
、
必
要
な
方
へ
直
接
お
渡
し
し
よ

う
と
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
継
続
的

に
配
布
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
３
月
中
は
、
主
に
避
難
所
を
中
心

に
配
布
し
、
４
月
以
降
は
世
田
谷
保

育
室
連
絡
協
議
会
の
救
援
活
動
と
連

動
し
、
岩
手
・
宮
城
県
の
保
育
園
に

も
乳
幼
児
用
品
の
配
布
を
行
う
と
と

も
に
、
各
住
宅
地
域
に
直
接
お
持
ち

し
て
い
ま
す
。
支
援
物
資
を
お
配
り

す
る
と
「
あ
り
が
と
う
」「
本
当
に

助
か
る
」
と
い
っ
た
お
言
葉
を
数
多

く
頂
き
ま
し
た
の
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　
現
在
、「
世
界
こ
ど
も
財
団
」
は
、

　
町
で
は
、
４
月
３
日
か
ら
宮
城
県

石
巻
市
を
は
じ
め
と
す
る
被
災
地
避

難
所
に
職
員
を
派
遣
し
、
被
災
者
支

援
や
被
災
地
復
興
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

原
発
被
害
に
苦
し
む
福
島
県
浜
通
り

地
区
の
教
育
・
医
療
に
関
す
る
支
援

活
動
を
中
心
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、「
世
界
こ
ど
も
財
団
」

の
「
医
療
支
援
班
」（
東
京
大
学
医

科
学
研
究
所
担
当
）
が
、
住
民
の
健

康
診
断
・
健
康
相
談
を
飯
舘
村
で
実

施
し
た
時
に
は
、
大
磯
町
ス
ポ
ー
ツ

健
康
課
医
幹
も
大
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
方
面
で
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
詳
し
い
活
動
内
容
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
役
場
に
置
い
て
あ

る
報
告
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

星
槎
グ
ル
ー
プ
／
一
般
財
団
法
人
世

界
こ
ど
も
財
団

http://w
w
w
.fgc.or.jp/

【
主
な
配
布
場
所
】

　
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
内
の

保
育
園
、
幼
稚
園
、
老
人
ホ
ー
ム
、

避
難
所
、
被
災
住
宅
地
域
な
ど
40
施

設
以
上

【
主
な
配
布
物
資
】

　
絵
本
、
遊
具
、
乳
幼
児
用
衣
類
、

紙
お
む
つ
、
食
品
、
水
、
お
菓
子
、
靴
、

生
活
雑
貨
、

教
科
書
、
文

具
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課
　
☎
内
線
３
０
３

被
災
地
救
援
物
資
の
ご
協
力

　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
今
後
も
引
き
続
き
、
避
難
所
支
援

を
行
う
ほ
か
、
被
災
地
復
興
の
た
め
、

職
員
を
派
遣
し
て
い
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
☎
内
線
２
１
１

　５か月が過ぎようとしている東日本大震災。今なお、避難所生活を余儀なくされている方が大勢います。
今後も引き続き、被災地の支援に積極的に取り組んでまいります。

職
員
を
被
災
地
に
派
遣

被災地支援活動に参加
被災地への職員派遣状況

派遣先 派遣期間 職種 業務内容等

1 岩手県大槌町 4/3 ～ 4/8
（6日間） 保健師 健康相談活動

※被災者の健康相談・健康チェック等

2 宮城県石巻市 4/17 ～ 4/25
（9日間） 事務職員 避難所運営支援（県・市町村隊）

※物資の仕分け・整理・配給、ごみ整理、
その他避難所の維持管理3 宮城県石巻市 5/2 ～ 5/10

（9日間） 事務職員

4 福島県飯舘村 5/21 ～ 5/22
（2日間） 医幹 健康相談活動

※被災者の健康相談会（検診）支援

5 宮城県石巻市 5/30 ～ 6/6
（8日間） 事務職員

避難所運営支援（県・市町村隊）
※物資の仕分け・整理・配給、ごみ整理、
その他避難所の維持管理

6 宮城県石巻市 6/13 ～ 6/20
（8日間） 事務職員

7 宮城県石巻市 6/27 ～ 7/4
（8日間） 事務職員

8 宮城県石巻市 7/4 ～７/11
（8日間） 事務職員

9 宮城県石巻市 7/11 ～７/18
（8日間） 事務職員

10 宮城県石巻市 7/18 ～７/25
（8日間） 事務職員
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走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！走る！！
町長が町長が

　
私
が
昨
年
12
月
15
日
に
初
登
庁
し
て
か
ら
、
７
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
大
磯
町
を
中
か
ら
見
て
、
再
確
認
し
た
こ
と
は
、
物
事
を
決
め
る
に

は
現
場
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
町
に
は
、
本
庁
舎
以
外
に
、
国
府
支
所
や
子
育
て
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
、
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
出
先
機
関
が
あ
り
ま
す
。

　
全
て
の
施
設
へ
実
際
に
行
き
、
施
設
に
お
け
る
課
題
は
何
か
を
職
員

と
話
し
て
い
る
中
で
、
ほ
ぼ
定
期
的
に
行
く
べ
き
と
感
じ
る
施
設
が
あ

り
、
そ
の
ひ
と
つ
が
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
は
、
町
か
ら
出
さ
れ
る
廃
棄
物
を
処
理
し
て
い

る
施
設
で
、
町
の
一
般
会
計
の
約
８
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
７
億
円
を

毎
年
使
っ
て
い
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
毎
年
、
予
算
を
編
成
す
る
う
え
で
様
々
な
工

夫
を
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
財
源

が
不
足
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
こ
の
財
源
不
足
を
少
し
で
も
解
消
す
る
こ
と
が
出
来
る
施
設
が
環
境

美
化
セ
ン
タ
ー
な
の
で
す
。
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
、
実
践
す
る
こ
と
で
必
ず
財
源
を
生
み
出
せ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
毎
週
、
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
に
行
き
、
ご
み
問
題
に
つ
い
て
職
員
と

真
剣
に
話
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
を
扱
う
施
設
だ
か
ら
こ
そ
綺
麗

に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
風
通
し
の
良
い
、
明
る
い
施

設
に
変
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
磯
町
長
　
中

　
久
雄

◎
問
い
合
わ
せ
　
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
６

▲ごみの減量が急務の
　環境美化センターごみ処理施設

　
平
成
21
年
３
月
22
日
に
焼
失
し
た

本
町
の
旧
吉
田
茂
邸
の
再
建
に
向
け
、

今
年
３
月
に
解
散
し
た
（
財
）
吉
田

茂
国
際
基
金
か
ら
２
億
７
，６
５
８

万
８
３
９
円
及
び
故
吉
田
茂
元
首
相

に
関
す
る
貴
重
な
調
度
品
な
ど
の
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　（
財
）
吉
田
茂
国
際
基
金
か
ら
の

残
余
財
産
の
寄
附
を
受
け
、
町
で
は
、

７
月
５
日
（
火
）
に
感
謝
状
贈
呈
式

を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、（
財
）
吉
田
茂
国
際
基

金
の
和
田
専
務
理
事
を
は
じ
め
、
国

会
議
員
、
県
議
会
議
員
な
ど
に
出
席

を
い
た
だ
き
、
寄
附
を
い
た
だ
い
た

直
筆
書
簡
や
中
華
民
国
初
代
総
統
の

蒋
介
石
が
吉
田
茂
元
首
相
に
贈
っ
た

書
な
ど
の
披
露
、
感
謝
状
の
贈
呈
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
財
団
法
人
は
、
吉
田
茂
元
首
相

の
功
績
を
記
念
し
て
、
教
育
・
学
術
・

文
化
活
動
の
助
成
や
内
政
、
外
交
の

調
査
研
究
な
ど
の
事
業
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
基
金
設
立
当
初
か

ら
再
建
へ
の
全
面
的
な
協
力
を
約
束

し
て
い
た
だ
き
、
今
回
は
、
財
団
の

解
散
を
機
会
に
、
残
っ
た
財
産
を
本

町
へ
寄
附
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
旧
吉
田
茂
邸
は
、
戦
後
日
本
の
復

興
に
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ
た
故
吉

田
茂
元
首
相
の
本
宅
で
あ
り
、
総
理

在
任
中
は
も
と
よ
り
、
政
界
引
退
後

も
多
く
の
政
財
界
人
が
訪
れ
る
な
ど
、

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
戦
後

政
治
史
の
舞
台
で
す
。

　
町
で
は
、
平
成
21
年
７
月
、
旧
吉

田
茂
邸
の
復
元
を
目
指
す
基
金
を
設

立
し
、
募
金
活
動
を
開
始
し
て
き
ま

し
た
。
今
年
６
月
末
現
在
の
募
金
総

額
は
計
約
５
千
万
円
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
町
と
し
て
は
、
今
回
の
寄

附
で
、
約
２
億
円
を
旧
吉
田
茂
邸
の

再
建
費
用
に
充
て
る
た
め
の
資
金
と

し
て
活
用
し
、
残
り
の
額
に
つ
い
て

は
、
再
建
後
の
旧
吉
田
邸
の
維
持
管

理
費
及
び
国
際
基
金
が
蒐
集
し
て
き

た
内
政
、
外
交
資
料
に
関
す
る
資
料

の
保
存
活
用
な
ど
に
充
て
る
た
め
の

資
金
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
政
策
課

　
☎
内
線
２
０
６

（
財
）吉
田
茂
国
際
基
金
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式

（
財
）吉
田
茂
国
際
基
金
と
は

旧
吉
田
茂
邸
再
建
に
向
け
て

〜
旧
吉
田
茂
邸
再
建
に
向
け
て
〜

（
財
）吉
田
茂
国
際
基
金
か
ら

２
億
７
，６
５
８
万
円
の
寄
附

▲㈶吉田茂国際基金の和田専務理事
　（右）へ感謝状を渡す中﨑町長（左）

▲蒋介石が吉田茂元首相に贈った書
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４
月
に
、
各
地
区
の
日
赤
協
賛
員

（
区
長
）
を
通
じ
て
、
各
家
庭
に
日

赤
社
資
募
金
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

３
０
３
万
８
，８
８
０
円（
６
月
27
日

現
在
）
も
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

皆
様
方
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
ご
厚
意
に
よ
り
日
本

赤
十
字
社
で
は
、
災
害
救
護
や
献
血
、

国
際
救
護
事
業
、
救
急
法
等
の
講
習
、

社
会
福
祉
な
ど
の
活
動
を
積
極
的
に

続
け
て
い
き
ま
す
。

　
７
月
１
日
付
け
で
伊
藤
博
さ
ん
が
法

務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
他
５
名
の
人
権
擁

護
委
員
と
協
力
し
て
人
権
思
想
の
普
及

や
人
権
擁
護
の
た
め
、
人
権
相
談
や
啓

発
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
今
後
と
も
、
温
か
い
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
日
本
赤
十
字
社
神
奈
川
県
支
部
大

磯
町
分
区
（
保
険
福
祉
課
内
）
　

☎
内
線
３
１
４

　
３
期
９
年
に
わ
た
り
本
町
の
人
権
擁
護
活

動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
６
月
30
日
を
も
っ

て
退
任
さ
れ
た
後
藤
恭
一
さ
ん
に
法
務
大
臣

よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７

日
本
赤
十
字
社
資
募
金

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
問
い
合
わ
せ
　
政
策
課

　
☎
内
線
２
１
３

▲伊藤　博さん（新任）

　
６
月
12
日
（
日
）
県
立
歴
史
博
物

館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
平
成
23
年
度

神
奈
川
県
民
俗
芸
能
協
会
総
会
に
お

い
て
、
西
小
磯
東
七
夕
保
存
会
会
長

の
鈴
木
東
一
さ
ん
が
、
長
年
に
わ
た

り
西
小
磯
の
七
夕
行
事
の
保
存
と
後

継
者
育
成
に
ご
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し

た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
９

神
奈
川
県
民
俗
芸
能

保
存
協
会
表
彰

人権擁護委員に委嘱

後
藤
氏
に
感
謝
状

▲後藤　恭一さん

　
郵
政
業
務
に
永
年
に
わ
た
り
従
事

し
、
功
労
を
積
み
重
ね
優
秀
な
成
績

を
挙
げ
ら
れ
た
内
海
三
郎
さ
ん
が
、

そ
の
功
績
を
讃
え
、
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
永
年
の
功
績
に
敬
意
を
表
し
、
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〜
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

　
大
磯
中
学
校
３
年
生
の
江
藤
多
恵

さ
ん
が
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
参

▲内海　三郎さん
（大磯・元日本郵政公社職員）

▲写真（中央）が総理大臣賞を受賞した江藤さん、
　写真（左）石井さん、写真（右）林さん

加
す
る
日
本
有
数
の
書
道
展
で
あ
る

第
46
回
高
野
山
競
書
大
会
に
お
い
て
、

応
募
作
品
約
11
万
点
の
中
か
ら
、
見

事
、
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
競
書
大
会
で
は
２
年
生

の
林
蘭
愛
さ
ん
と
１
年
生
の
石
井
紀

香
さ
ん
が
高
野
山
官
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
町
の
中
学
生
に
と
っ
て
目
標
と
な

る
大
変
す
ば
ら
し

い
受
賞
で
す
の
で
、

今
後
の
ま
す
ま
す

の
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
育
成
課
　
☎
内
線
３
２
８

瑞
宝
単
光
章
受
章

瑞
宝
単
光
章
受
章

瑞
宝
単
光
章
受
章

総理大臣賞を獲得！！総理大臣賞を獲得！！総理大臣賞を獲得！！
第46回 高野山競書大会第46回 高野山競書大会
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町
で
は
、
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
防
犯
灯
や
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
木
々
が
生
い
茂
り
、
防
犯
灯
の
明

か
り
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
視
界
を
さ

え
ぎ
り
、
十
分
な
役
割
を
果
た
さ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
も
定
期
的
に
管
理
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ご
自
宅
に
隣

接
し
て
防
犯
灯
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

設
置
が
あ
る
場
合
は
、
樹
木
の
枝
下

ろ
し
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　
７
月
２
日
に
第
42
回
交
通

安
全
こ
ど
も
自
転
車
神
奈
川

県
大
会
が
開
催
さ
れ
、
大
磯

小
学
校
５
年
生
の
駿
東
美
希

さ
ん
、
佐
藤
里
桜
さ
ん
、
蔭

山
優
希
さ
ん
、
吉
川
萌
さ
ん

の
４
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
自
転
車
に

関
す
る
交
通
規
則
や
道
路
標

識
な
ど
の
「
学
科
テ
ス
ト
」、

横
断
歩
道
や
踏
み
切
り
の
安

全
な
通
過
方
法
を
競
う
「
安

全
走
行
テ
ス
ト
」、
ジ
グ
ザ

グ
進
行
や
２
枚
の
板
乗
り
な

ど
の
技
能
を
競
う
「
技
能
走

行
テ
ス
ト
」
な
ど
の
競
技
で

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
６

防
犯
灯
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
か
か
る

樹
木
の
枝
下
ろ
し
に
ご
協
力
を

構
成
さ
れ
て
お
り
、
交
通
に

対
す
る
興
味
と
関
心
を
高

め
、
交
通
知
識
を
身
に
付
け

る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

を
防
止
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　
参
加
し
た
１
チ
ー
ム
４
名

の
児
童
は
、
大
磯
地
区
交
通

安
全
協
会
等
の
指
導
の
も
と

約
２
か
月
に
わ
た
っ
て
行
っ

た
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
技
能
走
行
テ

ス
ト
の
Ｓ
字
走
行
で
駿
東
美

希
さ
ん
が
、
遅
の
り
走
行
で

佐
藤
里
桜
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ

れ
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
自
転
車
の
関
係
す
る
交
通

事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
今
一
度
、
走
行
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
見
つ
め
直
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
６

枝
下
ろ
し
前

枝
下
ろ
し
後

交
通
指
導
員
と
は

　
町
・
警
察
・
学
校
・
交
通
安
全
関

係
団
体
等
と
緊
密
な
連
絡
を
と
り
、

地
域
住
民
へ
の
道
路
交
通
指
導
や
交

通
安
全
思
想
の
普
及
、
高
揚
の
た
め
、

次
の
よ
う
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

・
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
街
頭
指

導
・
学
童
登
校
時
の
交
通
安
全
指
導

・
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
に
関
す

る
啓
発
指
導

・
各
種
交
通
安
全
教
室
の
指
導

▼
募
集
用
件
　
お
お
む
ね
20
歳
〜
65

歳
で
交
通
問
題
に
理
解
と
関
心
が

高
く
、
健
康
で
活
発
な
活
動
が
で

き
る
方
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
募
集
人
員
　
若
干
名

▼
任
期
　
３
年（
再
任
は
妨
げ
な
い
）

▼
そ
の
他
　
制
服
、
制
帽
等
の
支
給

が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
大
磯
地
区
交
通
安
全
協
会

　
☎（
73
）１
３
５
０

　
救
え
る
命
を
救
う
た
め
に
は
、
応

急
手
当
が
重
要
で
す
。
応
急
手
当
と

は
、
人
工
呼
吸
、
胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
扱
い
等
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
は
ど
う

し
て
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
い
ざ

と
い
う
と
き
に
、
大
切
な
方
を
救
う

た
め
に
も
、
正
し
い
応
急
手
当
を
身

に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
消
防
署
で
は
応
急
手
当
の
講
習
会

（
普
通
救
命
講
習
会
）
を
行
っ
て
い

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
勇
気
を

持
っ
て
応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
救

命
講
習
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
　
９
月
10
日
（
土
）

　
午
前
９
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

▼
内
容
　
応
急
手
当（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含
む
）

▼
定
員
　
10
名
程
度
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

▼
参
加
費
　
無
料

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
8
月
26

日
（
金
）
ま
で

に
消
防
署
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　

　
消
防
署
　
☎（
61
）０
９
１
１

交通安全こども自転車
神奈川県大会に

大磯小学校５年生が出場

交
通
指
導
員
を
募
集

普
通
救
命
講
習
会
の

　
　
　
　
　
　  

お
知
ら
せ

第２回
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◆
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
っ
て
何
？

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
、
自
動
車

の
排
出
ガ
ス
や
工
場
の
ば
い
煙
に
含

ま
れ
る
有
害
物
質
が
、
太
陽
の
強
い

紫
外
線
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
オ

ゾ
ン
な
ど
の
「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
」
と
呼
ば
れ
る
物
質
が
生
ま
れ
、

空
に
白
く
モ
ヤ
が
か
か
っ
た
よ
う
な

状
態
に
な
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
風
が
弱
く
、日
差
し
が
強
い
日
は
、

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

◆
被
害
を
受
け
る
と

　
次
の
よ
う
な
症
状
が
出
ま
す
。

　
夏
に
な
る
と
、
家
の
軒
下
や
庭
木

に
小
さ
な
蜂
の
巣
を
見
か
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
巣
が
小
さ
い
う
ち
は
比
較
的
容
易

に
駆
除
で
き
ま
す
が
、
防
護
服
を
着

用
し
た
ほ
う
が
よ
り
安
全
に
作
業
が

で
き
ま
す
。

【
蜂
防
護
服
貸
出
制
度
】

　
町
で
は
、
安
全
に
駆
除
が
で
き
る

よ
う
蜂
防
護
服
の
貸
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
町
民
課
す
ぐ
や
る

室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
眼
科
系
の
症
状
（
目
が
チ
カ
チ
カ

す
る
、
目
が
痛
い
、
涙
が
出
る
）

○
呼
吸
器
系
の
症
状（
の
ど
が
痛
い
、

せ
き
が
出
る
、
息
苦
し
い
）

○
頭
痛
・
吐
き
気

◆
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
発
令

さ
れ
た
時
は
、
町
防
災
行
政
無
線
で

注
意
を
呼
び
か
け
ま
す
の
で
屋
外
で

の
激
し
い
運
動
は
や
め
、
屋
内
活
動

に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

◆
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　
県
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
に
関
す
る
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
☎（
24
）３
３
２
２

○
携
帯
電
話
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.k-erc.pref.kana

gaw
a.jp/i/

○
パ
ソ
コ
ン
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.k-erc.pref.kana

gaw
a.jp/haturei/

※
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ
る
被
害
が

発
生
し
た
場
合
に
は
環
境
美
化
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
72
）４
４
３
８

【
蜂
駆
除
費
補
助
制
度
】

　
町
で
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除
を

専
門
の
業
者
に
依
頼
し
た
場
合
、
駆

除
に
か
か
っ
た
費
用
の
５
割
（
限
度

額
１
万
円
）
に
相
当
す
る
額
を
補
助

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
駆
除
業
者
の
領
収
書

・
駆
除
前
と
駆
除
後
の
写
真

・
金
融
機
関
の
振
込
先
が
わ
か
る
物

ス
ズ
メ
バ
チ
に
は
近
づ
か
な
い
で

　
ス
ズ
メ
バ
チ
は
攻
撃
的
な
性
格
を

持
つ
大
変
危
険
な
ハ
チ
で
す
。

　
ス
ズ
メ
バ
チ
を
頻
繁
に
見
か
け
た

ら
、
近
く
に
巣
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
の

で
注
意

し
て
く

だ
さ
い
。

◎
申
請
場
所
・
問
い
合
わ
せ

・
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
72
）４
４
３
８

・
町
民
課
す
ぐ
や
る
室
　

　
☎
内
線
２
６
６

　
東
日
本
大
震
災
で
の
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

る
放
射
線
に
対
す
る
不
安
を
考
慮
し
、

町
で
は
、
前
回
に
引
き
続
き
、
町
内

の
学
校
、
ま
た
新
た
に
公
園･

広
場

等
21
か
所
を
追
加
し
て
放
射
線
量
の

簡
易
測
定
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
結

果
は
国
の
基
準
値
以
下
で
し
た
。

　
な
お
、
大
磯
・
国
府
小
学
校
を
測

定
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
引
き
続
き
週
１

回
測
定
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

放
射
線
量
測
定
を
実
施
し
て
い
ま
す

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

蜂
の
駆
除
は
お
早
め
に

！

町内の環境放射線測定調査結果
（6月29日測定、天気：晴れ）

測定場所 線　量 測定場所 線　量
大磯小学校 0.07μSv/h 六所公園 0.05μSv/h
国府小学校 0.10μSv/h 虫窪スポーツ広場 0.05μSv/h
池 田 公 園 0.05μSv/h 西久保ゲートボール場 0.07μSv/h
宮の上公園 0.11μSv/h 黒岩公民館東側広場 0.06μSv/h

・県のモニタリングポストでの放射線測定とは測定方法等が異なります。
・文部科学省の屋外活動の基準：3.8μSv/h（マイクロシーベルト/時）
・測定結果は、町ホームページから確認できます。

 

海
水
浴
場

　
６
月
30
日
（
木
）
に
海
水
浴

場
監
視
塔
付
近
の
砂
浜
で
、
県

が
空
間
放
射
線
量
を
測
定
し
た

結
果
、
0.04
μ
Gy
／
ｈ
で
、
健
康

に
影
響
の
あ
る
レ
ベ
ル
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
11
日
（
月
）
に

海
水
を
採
取
・
測
定
し
た
結

果
、
放
射
性
物
質
は
検
出
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
今
後
、
県
が
海
水
浴
場
開
設

期
間
中
、
月
１
回
放
射
能
濃
度

を
測
定
し
、
県
及
び
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
て
結
果
を
公
表
し

て
い
き
ま
す
。

 

照
ヶ
崎
プ
ー
ル

　
６
月
29
日
（
水
）
に
、
照
ヶ

崎
プ
ー
ル
水
を
採
取
・
測
定
し

た
結
果
、
放
射
性
物
質
は
検
出

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

・
危
機
管
理
対
策
室

　
☎
内
線
２
４
１

・
環
境
経
済
課
　
☎
内
線
２
６
３
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敬老祝商品券敬老祝商品券敬老祝商品券
取扱店募集取扱店募集

　
70
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
交
付
さ
れ
る

「
高
齢
受
給
者
証
」
は
、
毎
年
８
月
に
新
し
い
受
給
者
証

に
更
新
さ
れ
ま
す
。

　
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
割
合
を
判
定
し
、
該
当
す

る
全
て
の
方
に
、
７
月
中
に
新
し
い
受
給
者
証
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
記
載
内
容
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。。

　
な
お
、更
新
前
の
古
い
受
給
者
証
は
、８
月
１
日
以
降
に

役
場
ま
た
は
国
府
支
所
へ
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、
個
人
情

報
に
ご
注
意
の
う
え
、ご
自
身
で
破
棄
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
75
歳
以
上
の
方
の「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
は
、

前
年
の
所
得
に
基
づ
い
て
負
担
割
合
を
再
判
定
し
ま
す
。

　
負
担
割
合
が
変
更
に
な
っ
た
方
に
の
み
、
７
月
中
に
、

神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
よ
り
８
月
以
降
ご

使
用
い
た
だ
く
保
険
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
記
載
内
容

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
負
担
割
合
に
変
更
が
な
い
方
は
、
新
た
に
保
険

者
証
は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
。
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
を
引

き
続
き
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
負
担
割
合
が
変
更
に
な
っ
た
方
は
、
変
更
前
の
負
担
割

合
で
受
診
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
８
月
１
日
以
降
、

更
新
前
の
古
い
保
険
証
を
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

　
町
で
は
、
今
年
９
月
に
、
88
歳
、
99
歳
、

１
０
０
歳
以
上
の
方
に
敬
老
祝
い
と
し
て

商
品
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
新
た
に
、
こ
の
商
品
券
の
取
扱
い
を
し

て
い
た
だ
け
る
店
舗
等
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
既
に
登
録
済
み
の
店
舗
等
は
再

登
録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
別
途
、
確

認
の
通
知
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
登
録
資
格
　
町
内
に
店
舗
の
あ
る
事
業

者
▼
登
録
申
請
期
間
　
８
月
２
日
（
火
）
〜

26
日
（
金
）

▼
登
録
方
法
　
所
定
の
登
録
申
請
書
で
申

し
込
み
。
登
録
に
は
、
会
社
印
・
代
表

者
印
・
振
込
口
座
等
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　
　
申
請
書
は
、
保
険
福
祉
課
、
国
府
支

所
、町
商
工
会
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
提
出
先
　
保
険
福
祉
課
ま
た
は
町
商
工

会
◎
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課
　
☎
内
線
３
０
２

高
齢
者
の

医
療
証
を
更
新

国民健康保険
高齢受給者証

後期高齢者
医療被保険者証の更新

◎
問
い
合
わ
せ

　
保
険
福
祉
課

　
☎
内
線
２
４
７

　
　
内
線
２
７
５

￥1,0
00

￥1,0
00

￥1
,000

￥1
,000￥

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
受
け
、

６
月
18
日
（
土
）
に
相
模
湾
付
近
で

の
大
規
模
地
震
に
よ
り
、
10
ｍ
を
超

え
る
津
波
が
10
〜
15
分
以
内
に
到
達

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
津
波
避
難

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
避
難
行
動
に
重
点
を
置

き
、
自
治
会
で
選
定
し
た
高
台
の
一

時
避
難
場
所
や
避
難
経
路
な
ど
を
確

認
す
る
実
践
的
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
午
前
９
時
の
防
災
行
政

無
線
で
の
大
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン

を
合
図
に
東
部
地
区
10
自
治
会
、
海

岸
利
用
者
等
が
自
宅
や
海
岸
付
近
か

ら
高
台
の
一
時
避
難
場
所
へ
避
難
し
、

そ
の
後
、
大
磯
小
学
校
に
開
設
し
た

指
定
避
難
所
に
避
難
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
人
数
は
自
治
会
１
，５
８
３

名
、
大
磯
警
察
署
、
県
警
航
空
隊
等

の
協
力
機
関
、
町
職
員
等
１
７
１
名

の
総
勢
１
，７
５
４
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　
町
で
は
訓
練
結
果
を
も
と
に
検
証

を
行
い
、
今
後
の
津
波
避
難
対
策
に

反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
対
策
室

　
☎
内
線
２
４
４

▲大磯小学校体育館に避難する様子

津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
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●
児
童
扶
養
手
当
と
は

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定
を

図
り
、
自
立
を
促
進
す
る
た
め
の
制

度
で
す
。
平
成
22
年
８
月
か
ら
、
法

改
正
に
伴
い
、
父
子
家
庭
の
方
も
支

給
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
18
歳
に
到
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
い
る
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り
親
の
方
、

ま
た
は
父
（
母
）
に
代
わ
っ
て
養
育

し
て
い
る
方
で
、
支
給
条
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

〈
支
給
条
件
〉

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父（
母
）が
死
亡
し
た
児
童

③
父（
母
）が
政
令
に
定
め
る
程
度
の

障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
父（
母
）の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

⑤
父（
母
）か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る
児
童

⑥
父（
母
）が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

⑦
父（
母
）が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ

た
児
童

⑧
父
・
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童

〈
支
給
額
〉

　
父
ま
た
は
母
や
養
育
者
、
同
居
の

扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
り
、
支
給

額
が
決
定
し
ま
す
。（
父
ま
た
は
母

及
び
児
童
が
受
け
取
る
養
育
費
の
８

割
も
所
得
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま

す
。）

　
ま
た
、
所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る

場
合
は
、
そ
の
年
度
（
８
月
分
か
ら

翌
年
７
月
分
ま
で
）
は
、
手
当
の
全

部
、
ま
た
は
一
部
が
支
給
停
止
に
な

り
ま
す
。（
別
表
１
参
照
）

　
支
給
額
は
、
別
表
２
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。
一
部
支
給
の
場
合
、
支

給
額
は
、
所
得
に
応
じ
て
10
円
単
位

で
設
定
さ
れ
ま
す
。
３
人
目
か
ら
児

童
ひ
と
り
増
す
ご
と
に
３
，０
０
０

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
支
給
額
は
平
成
23
年
４
月

か
ら
児
童
扶
養
手
当
法
の
規
定
に
よ

り
、
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

現
況
届
の
提
出

　
毎
年
８
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
現

況
届
提
出
月
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を

受
け
て
い
る
方
（
支
給
停
止
の
方
も

含
み
ま
す
）
は
、
全
員
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。
届
出
が
な
い
場
合

は
受
給
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　
知
的
障
害
ま
た
は
身
体
障
害
等
の

状
態
（
政
令
で
定
め
る
程
度
以
上
）

に
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
に
つ
い
て
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の

制
度
で
す
。

　
な
お
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

〈
受
給
資
格
要
件
〉

　
知
的
障
害
も
し
く
は
身
体
障
害

（
中
程
度
以
上
）
の
状
態
に
あ
る
児

童
を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、

も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て

は
ま
る
と
き
は
、
手
当
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入

所
し
て
い
る
と
き
。

・
児
童
が
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

き
。

〈
支
給
額
〉

　
支
給
額
は
平
成
22
年
４
月
か
ら
規

定
に
よ
り
、
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

重
度
障
害
児
の
場
合

１
人
に
つ
き
月
額
５
０
，５
５
０
円

中
度
障
害
児
の
場
合

１
人
に
つ
き
月
額
３
３
，６
７
０
円

　
ま
た
、
所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る

場
合
は
、
そ
の
年
度
（
８
月
分
か
ら

翌
年
７
月
分
ま
で
）
は
、
手
当
の
支

給
は
停
止
さ
れ
ま
す
。（
別
表
３
参

照
）

所
得
状
況
届
の
提
出

　
所
得
状
況
届
は
、
前
年
の
所
得
の

額
に
よ
っ
て
、
そ
の
年
の
８
月
か
ら

翌
年
の
７
月
ま
で
の
手
当
を
支
給

す
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
た
め 

、

年
１
回
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
届
出
期
間
（
８
月
11
日
〜
９
月

10
日
ま
で
）
を
過
ぎ
る
と
手
当
の
支

給
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
未
提
出

の
ま
ま
２
年
間
経
過
す
る
と
「
手
当

を
受
け
る
権
利
」
が
な
く
な
り
ま
す
。

前
年
、
所
得
制
限
額
を
超
え
た
た
め

手
当
が
支
給
停
止
だ
っ
た
方
も
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
室
　
☎
内
線
３
０
５

児童扶養手当所得制限限度額
（平成23年8月分手当から適用）

扶養親族
等の数

母または養育者 配偶者
扶養義務者

孤児等の養育者全部支給 一部支給者
0人 19万円未満 192万円未満 236万円未満
1人 57万円未満 230万円未満 274万円未満
2人 95万円未満 268万円未満 312万円未満
3人 133万円未満 306万円未満 350万円未満
4人 171万円未満 344万円未満 388万円未満

児童扶養手当支給額（月額）
（平成23年4月分手当から適用）

児 童 数 全額支給 一部支給

1人 41,550円 41,540～9,810円

2人 46,550円 46,540～14,810円

3人以上 3人目から児童１人増すごとに、
3,000円加算

別表1別表2

特別児童扶養手当　所得制限限度額
（平成23年8月分手当から適用）

扶養親族
等の数 請　求　者 配偶者及び

扶養義務者 備　　　　考

0人 459.6万円未満 628.7万円未満
以下、請求者の場合
１人増すごとに
38万円、配偶者等
は1人増すごとに
21.3万円加算。

1人 497.6万円未満 653.6万円未満
2人 535.6万円未満 674.9万円未満
3人 573.6万円未満 696.2万円未満
4人 611.6万円未満 717.5万円未満

別表3

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
ご
案
内
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今
回
は
、
少
し
方
向
を
変
え
て

「
古
紙
の
再
利
用
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
紙
の
生
産
に
は
ど
れ

く
ら
い
の
木
が
使
わ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
か
？

１
０
０
㎏
の
紙
っ
て
木
何
本
分
？

　
紙
１
０
０
㎏
（
約
１
万
枚
）
を
生

産
す
る
の
に
、
筒
状
の
立
木
（
直
径

14
㎝
×
長
さ
８
ｍ
）
が
２
本
必
要
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
皆
さ

ん
が
出
し
て
い
る
ご
み
に
置
き
換
え

る
と
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
？

皆
さ
ん
が
森
林
を
守
っ
て
い
ま
す
！

　
町
で
は
、
新
聞
紙
、
雑
誌
・
チ
ラ

シ
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を

「
古
紙
」
と
し
て
回
収
し
て
い
ま
す
。

　
古
紙
の
年
間
回
収
量
は
約
１
千
２

０
０
ト
ン
。
１
世
帯
当
た
り
で
は
約

95
㎏
。
ち
ょ
う
ど
立
木
２
本
分
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
立
木
２
本
分
の
森
林
資
源
を

守
っ
て
い
る
の
で
す
！

　
ま
だ
紙
類
を
燃
せ
る
ご
み
に
出
し

て
は
い
ま
せ
ん
か
？
名
刺
サ
イ
ズ
以

上
の
も
の
な
ら
ば
、
古
紙
と
し
て
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
森
林
資
源
を
守
る
た
め
、
燃
せ
る

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
引
き
続

き
「
古
紙
」
の
資
源
回
収
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
72
）４
４
３
８

今
日
か
ら
は
じ
め
よ
う
！

ご
み
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
通
信
⑦

今
日
か
ら
は
じ
め
よ
う
！

今
日
か
ら
は
じ
め
よ
う
！

ご
み
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
通
信
⑦

ご
み
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
通
信
⑦

　
平
塚
市
・
大
磯
町
・
二
宮
町
で
構

成
す
る
１
市
２
町
ご
み
処
理
広
域
化

推
進
会
議
で
は
、
ご
み
処
理
に
お
け

る
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ご
み

処
理
の
広
域
化
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
今
年
２
月
に
皆
さ
ん

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
実
施
計

画
（
骨
子
案
）
に
対
す
る
意
見
を
反

映
し
た
「
平
塚
・
大
磯
・
二
宮
ブ

ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
広
域
化
実
施
計
画

（
案
）」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
実
施
計
画
（
案
）

に
対
す
る
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

　
今
後
は
こ
こ
で
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
反
映
さ
せ
、「
ご
み
処
理
広
域
化

実
施
計
画
」
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
意
見
を
提
出
で
き
る
方
は
、

平
塚
市
、
大
磯
町
及
び
二
宮
町
に
在

住
、
在
勤
、
在
学
の
方
で
す
。

▼
募
集
期
間

　
８
月
10
日
（
水
）
か
ら
９
月
９
日

（
金
）
ま
で
　
※
締
切
日
必
着

▼
閲
覧
場
所

　
町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
役
場
本
庁

舎
、
国
府
支
所
）、
図
書
館
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
提
出
方
法
と
提
出
先

　
氏
名
、
住
所
を
ご
記
入
の
う
え
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
送
付

し
て
く
だ
さ
い（
意
見
提
出
用
紙
有
）。

　
な
お
、
電
話
で
の
意
見
は
受
付
い

た
し
ま
せ
ん
。

・
郵
送
　
〒
２
５
４
│

８
６
８
６
　

平
塚
市
浅
間
町
９
│

１
　
平
塚
市
環

境
部
資
源
循
環
課
（
１
市
２
町
ご
み

処
理
広
域
化
推
進
会
議
事
務
局
）

・
FAX
（
21
）
９
６
０
３

・
HP
　
１
市
２
町
ご
み
処
理
広
域
化

推
進
会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。）

・
電
子
メ
ー
ル

（g-kouiki@
city.hiratsuka.kana

gaw
a.jp

）

▼
説
明
会

○
と
き
　
８
月
26
日
（
金
）
午
後
７

時
か
ら

○
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

　
研
修
室

▼
そ
の
他

　
意
見
募
集
終
了
後
、
皆
さ
ん
か
ら

の
意
見
に
対
す
る
考
え
方
を
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
公
表
す
る

予
定
で
す
。
意
見
に
つ
い
て
は
、
個

人
情
報
を
除
き
公
開
す
る
予
定
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

・
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　

　
☎（
72
）４
４
３
８

・
１
市
２
町
ご
み
処
理
広
域
化
推
進

会
議
事
務
局

　
☎（
23
）１
１
１
１

　
　
内
線
２
１
８
５

に
対
す
る
意
見
を
募
集

「
１
市
２
町
ご
み
処
理
広
域
化
実
施
計
画（
案
）」

　
６
月
24
日
（
金
）
に
、
米
国
ウ
ィ

ス
コ
ン
シ
ン
州
ラ
シ
ン
市
か
ら
、
町

姉
妹
都
市
協
会
を
通
じ
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
応
援
の
寄
せ
書
き

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
せ
書
き
は
、

ラ
シ
ン
市
姉
妹
都
市
協
会
が
中
心
と

な
っ
て
市
民
に
呼
び
か
け
、
市
長
を

は
じ
め
約
２
０
０
人
の
ラ
シ
ン
市
民

の
皆
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
集
め
た
も

の
で
す
。

　
町
姉
妹
都
市
協
会
で
は
、
大
震
災

発
生
後
、
ラ
シ
ン
市
姉
妹
都
市
協
会

に
対
し
、
町
へ
の
震
災
の
影
響
や
、

町
や
姉
妹
都
市
協
会
が
行
っ
て
い
る

復
興
支
援
の
取
り
組
み
を
報
告
し
て

い
ま
し
た
。

　
ラ
シ
ン
市
の
皆
様
へ
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
今
後
も
友
好
関
係

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
☎
内
線
２
１
１

▲寄せ書きを受ける中﨑町長（左から３番目）
　と、町姉妹都市協会役員の方々

▲
ラ
シ
ン
市
か
ら
届
い
た

　
日
本
語
で
書
か
れ
た
寄
せ
書
き

姉
妹
都
市
ラ
シ
ン
市
か
ら

　
復
興
応
援
寄
せ
書
き
を

　
　
　
　
い
た
だ
き
ま
し
た
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薬
局
や
病
院
で
も
ら
え
る
「
お
く

す
り
手
帳
」。
あ
な
た
は
持
っ
て
い

ま
す
か
。

　「
お
く
す
り
手
帳
」
は
大
切
な
あ

な
た
だ
け
の
記
録
で
す
。
副
作
用
予

防
や
薬
の
飲
み
合
わ
せ
の
チ
ェ
ッ
ク

の
ほ
か
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
で

は
と
て
も
役
に
立
ち
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
は･･･

。

　
被
災
し
た
地
域
で
は
多
く
の
家
屋

と
と
も
に
「
毎
日
の
薬
」
も
流
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
避
難
所
に
医
療

チ
ー
ム
が
到
着
し
て
も
、
多
く
の
人

に
「
い
つ
も
の
薬
」
を
渡
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。「
い

つ
も
の
病
院
」
で
も
ら
う
「
い
つ
も

の
薬
」。
そ
れ
だ
け
で
は
、
薬
の
種

類
も
量
も
ま
っ
た
く
わ
か
り
ま
せ

ん
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
薬

の
情
報
（
名
前
、
用
量
、
用
法
な
ど
）

が
分
か
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

「
お
く
す
り
手
帳
」
を

持
ち
歩
き
ま
し
ょ
う
！

　
し
か
し
、
薬
の
名
前
や
用
量
な
ど

を
覚
え
て
お
く
の
は
難
し
い
で
す
。

薬
の
情
報
は
、「
お
く
す
り
手
帳
」

の
ほ
か
に
も
、
処
方
シ
ー
ル
、
薬
材

情
報
提
供
書
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
財

布
や
バ
ッ
グ
な
ど
に
入
れ
て
持
ち
歩

く
だ
け
で
な
く
、
携
帯
電
話
に
デ
ー

タ
を
保
存
し
た
り
、
家
族
や
知
り
合

い
に
薬
の
情
報
を
預
け
る
の
も
一
つ

の
方
法
で
す
。

避
難
所
で
役
立
っ
た
意
外
な
も
の

　
避
難
所
に
着
の
身
着
の
ま
ま
避
難

し
た
方
が
、
偶
然
持
っ
て
い
た
も
の

で
薬
が
判
明
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　
そ
れ
は
、前
日
に
飲
み
終
え
た「
薬

の
カ
ラ
（
包
み
）」
で
し
た
。
そ
こ

に
は
薬
の
名
前
と
㎎
が
示
さ
れ
て
い

た
の
で
す
ぐ
に
も
ら
え
た
の
で
す
。

何
種
類
も
薬
を
飲
ん
で
い
る
方
へ

　
血
圧
、
血
糖
そ
れ
に
心
臓
、
痛
み

止
め
や
胃
薬
。
必
要
な
と
き
だ
け
飲

め
ば
い
い
も
の
や
命
に
係
わ
る
大
事

な
薬
も
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
薬
が
大
事
で
、
な
ぜ
飲
ん
で

い
る
の
か
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
病
院

任
せ
に
せ
ず
、
主
治
医
や
薬
剤
師
に

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
市
野
　
☎
内
線
３
０
９

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

持
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　「
お
く
す
り
手
帳
」

〜
災
害
時
に
困
ら
な
い
た
め
に
〜

181

№87

　
６
月
19
日（
日
）、二
宮
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
ラ
デ
ィ
ア
ン
で
大
磯
吹

奏
楽
団
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ゲ

ス
ト
は
国
府
小
学
校
金
管
ク
ラ
ブ

と
国
府
中
学
校
吹
奏
楽
部
で
し
た
。

　
第
１
部
で
は
大
磯
吹
奏
楽
団
が

『
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
』
な
ど
の

３
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。
曲
名
だ

け
で
は
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
演
奏
が
始
ま
る
と
な
ん
と

な
く
聴
い
た
こ
と
の
あ
る
曲
が
あ

っ
た
の
で
楽
し
く
聴
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、吹
奏
楽
部
が
『
マ

ー
チ
「
マ
ー
ブ
ル
ス
カ
イ
」』
と『
写

楽
』
を
、金
管
ク
ラ
ブ
は
『
イ
ン

ヴ
ェ
ク
タ
序
曲
』
と
『
ア
メ
リ
カ

の
歌
メ
ド
レ
ー
』
を
演
奏
し
ま
し

た
。『
写
楽
』
は
高
橋
伸
哉
さ
ん

が
歌
舞
伎
を
も
と
に
作
っ
た
曲
で

す
。
こ
の
曲
は
す
ご
く
難
し
く
て
、

私
は
ま
だ
完
璧
に
は
吹
け
ま
せ
ん
。

先
輩
の
よ
う
に
上
手
に
吹
け
る
よ

う
に
な
り
た
い

の
で
、
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
っ

て
練
習
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
私
は
、
大
磯

吹
奏
楽
団
の
み
な
さ
ん
の
す
て
き

な
音
と
曲
を
聴
く
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

回
聴
い
た
こ
と
を
練
習
に
活
か
し

て
、
大
磯
吹
奏
楽
団
の
み
な
さ
ん

の
よ
う
な
聴
い
て
い
る
人
を
楽
し

ま
せ
る
演
奏
を
し
た
い
で
す
。

（
髙
橋
　
愛
美
）

八

坂

神

社

祭

典

　
私
は
７
月
２
日
と
３
日
に
中
丸

地
区
で
行
わ
れ
た
八
坂
神
社
の
祭

典
に
参
加
し
、
花
車
に
乗
っ
て
、

大
太
鼓
と
小
太
鼓
を
た
た
き
ま
し

た
。
中
丸
会
館
で
は
っ
ぴ
を
着
て

花
車
を
待
ち
ま
し
た
。
小
学
生
の

時
も
着
て
い
た
は
っ
ぴ
で
す
が
、

サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
り
、
一
年
ぶ

り
に
着
て
み
る
と
少
し
な
つ
か
し

い
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　
さ
っ
そ
く
花
車
に
乗
っ
て
役
員

の
方
や
小
学
校
５
、６
年
の
子
達

に
応
援
さ
れ
、
期
待
を
さ
れ
な
が

ら
出
発
す
る
と
、「
つ
い
に
始
ま

っ
た
ぞ
！！
大
太
鼓
を
た
く
さ
ん
た

た
こ
う
！！
」
と
い
う
思
い
が
頭
の

中
で
た
く
さ
ん
浮
か
び
ま
し
た
。

　
友
達
が
た
た
き
終
わ
り
、
私

の
順
番
に
な
り
、
私
は
、「
あ
れ
、

本
番
で
た
た
く
時
っ
て
、
こ
ん
な

に
き
ん
張
す
る
も
の
だ
っ
け
。」

と
思
う
く
ら
い
、
き
ん
張
し
ま
し

た
。
た
た
い
て
い
る
間
に
は
、
花

車
を
見
よ
う
と
お
年
寄
り
や
沢
山

の
家
族
が
大
勢
外
に
出
て
き
て
く

れ
ま
し
た
。「
皆
さ
ん
、
見
に
来

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」
と
心

の
中
で
何
度
も
思
い
ま
し
た
。
で

も
、
去
年
よ
り
少
し
だ
け
家
の
外

に
出
て
見
に
来
て
い
る
人
の
数
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
な
。」
と
感

じ
、
さ
び
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
太
鼓
を
た
た
く
時
間
が
終
わ
り
、

花
車
が
中
丸
会
館
に
着
く
と
、
役
員

の
方
や
町
内
会
の
方
が
「
お
つ
か

れ
様
！！
」
と
出
む
か
え
て
く
れ
ま
し

た
。
外
で
ラ
ム
ネ
を
も
ら
い
、
友
達

と
い
っ
し
ょ
に
家
へ
帰
り
ま
し
た
。

　
去
年
と
比
べ
て
、
太
鼓
を
た
た

く
人
の
数
は
増
え
た
け
れ
ど
、
花

車
を
見
に
来
て
く
れ
る
人
の
数
が

減
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
花
車
を

見
に
来
て
く
れ
る
人
の
数
を
も
っ

と
増
や
し
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

来
年
も
部
活
の
時
間
と
重
な
ら
な

い
で
祭
典
に
参
加
で
き
た
ら
、
ま

た
太
鼓
を
た
た
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
中
丸
の
伝
統
行
事
を
こ
れ

か
ら
も

長
く
受

け
継
い

で
い
け

た
ら
良

い
な
と

思
い
ま

す
。

（
岸
本
　
明
奈
）

◎
問
い
合
わ
せ

　
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
７

大
磯
町
吹
奏
楽
部
第
32
回

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

▲神輿を担ぎ歩く様子
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平
成
22
年
度
の
図
書
館
利
用
統
計
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
前
年
度
に
続
き
、
よ
り

多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
貸
出
数
は
、
19
万
６
，７
６
０
点
、
予

約
・
リ
ク
エ
ス
ト
件
数
に
つ
い
て
は
、

２
万
３
，１
４
２
件
で
、
前
年
度
に
対
し

て
27
％
増
加
し
ま
し
た
。

【
貸
出
の
多
い
本
ベ
ス
ト
３
】
全
館
集
計

▼
一
般
書

１
　
村
上
春
樹
　
１
Ｑ
８
４
　
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
１

２
　
湊
か
な
え
　
告
白

３
　
村
上
春
樹
　
１
Ｑ
８
４
　
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
２

▼
児
童
書

１
〜
２
　
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
絵
本

３
　
斉
藤
洋
　
ゆ
う
れ
い
パ
テ
ィ
シ
ェ
の
な
ぞ

【
町
民
一
人
あ
た
り
の
…
】

　
図
書
館
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
、
子
ど

も
た
ち
に
、
た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
特
集
本

を
用
意
し
て
、
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

◎
課
題
図
書

　
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

の
課
題
図
書
を
、
ひ
と
り
１
冊
１
週
間
、

貸
出
し
ま
す
。
予
約
は
１
人
１
冊
ず
つ
受

け
付
け
ま
す
。

◎
自
由
研
究
の
本

　
夏
休
み
の
宿
題
や
自
由
研
究
に
役
に
立

つ
本
を
、
児
童
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
て
い

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
夏
休
み
推
せ
ん
図
書
（
小
学
低
学
年
〜

テ
ィ
ー
ン
ズ
向
け
）

　
図
書
館
が
推
せ
ん
す
る
、
夏
休
み
に

ぴ
っ
た
り
の
本
の
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
配
布

し
て
い
ま
す
。

◎
よ
ん
で
み
よ
う
50
冊
の
ほ
ん
（
２
〜
５

歳
向
け
）
第
10
号
発
行

　
本
館
い
そ
ち
ゃ
ん
コ
ー
ナ
ー
の
壁
面
に
、

今
年
も
お
す
す
め
の
絵
本
を
50
冊
用
意
し

ま
し
た
。
時
間
の
ゆ
と
り
が
あ
る
夏
休
み

に
、
お
子
さ
ん
へ
の
読
み
聞
か
せ
や
、
ひ

と
り
読
み
の
ス
タ
ー
ト
な
ど
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

企
画
展
の
ご
案
内

■
学
習
参
考
資
料
展
「
み
ん
な
で
調
べ
た

　
今
夏
の
大
磯
町
の
花
」

　
町
民
、
近
隣
市
町
在
住
の
方
に
参
加
を

募
り
、
本
町
に
お
け
る
夏
の
草
花
・
樹
木

の
分
布
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
展
示
で
は

ヒ
ル
ガ
オ
属
、
ウ
ツ
ギ
属
、
ミ
ズ
キ
属
の

植
物
や
夏
の
七
草
の
分
布
状
況
な
ど
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
夏
季
、
町
の
ど
こ
で
、

ど
ん
な
植
物
が
見
ら
れ
る
か
、
展
示
を
通

し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
　
９
月
25
日
（
日
）
ま
で

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
資
料
館 

企
画
展
示
室

▼
入
館
料
　
無
料

常
設
展
音
声
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス

　
郷
土
資
料
館
で
は
、
常
設
展
の
音
声
ガ

イ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
音

声
ガ
イ
ド
フ
ァ
イ
ル
は
ネ
ッ
ト
で
無
料
配

信
中
で
す
。
当
館
Ｈ
Ｐ
か
ら
音
声
ガ
イ
ド

の
デ
ー
タ
を
、
携
帯
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
に

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
上
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

配
信
ペ
ー
ジ
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

http://w
w
w
.tow
n.oiso.kanagaw

a.jp
/shisetsu/shiryoukan/kikakuten/
audio_guide/audio_guide02.htm

l

　
順
路
ガ
イ
ド
も
あ
り
ま
す
の
で
、
音
声

ガ
イ
ド
と
併
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
携
帯
音
楽
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
お
持

ち
で
な
い
方
に
、
当
館
の
窓
口
に
て
数
台

無
料
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図書館の休館日
　８月／１・４・８・15・22・29日
郷土資料館の休館日
　８月／１・２・８・15・22・29日

図
書
館
情
報

郷
土
資
料
館
情
報

図
書
館
は
楽
し
い
本
で
い
っ
ぱ
い

夏
休
み
は
本
を
読
も
う
！！

図
書
館
年
報
の
速
報
で
す
！！

▲よんでみよう 50
冊の本（いそちゃん
コーナー）

▲当館ホームページに詳しいダウンロード
　手順を掲載しました

▲企画展の展示風景（昨年）

▲ミリオンセラー
　となった
　1Q84 BOOK1

貸出点数

資料購入費

来館回数

6.0点

312円

6.0回
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　効果的な運動の仕方と、食事のと
り方を身につけましょう。継続ト
レーニング「元気はつらつ教室」の
事前見学会も実施します。
　とき
「脱メタボ教室」：9月 20日、27
日、10月 11日、18日、25日
いずれも火曜日 13:30 ～ 15:30
「元気はつらつ教室」の見学会：
9月2日（金）、6日（火）（どちらか1
回で可）13:30 ～ 15:00
　ところ　国府支所
　対象　70歳未満で筋力トレーニ
ングが可能な方
　定員　15名（先着順）
　参加費　無料
　持ち物　飲み物、タオル
　服装　運動ができる服装
　申込締切　9月 1日（木）まで
問・申　スポーツ健康課
　☎内線 308

2011「命を守る着衣泳」体験会
～「慌てずに浮いて待つ」

を体験してみませんか～

いきいき・わくわく
元気いっぱい教室参加者募集

脱メタボ！筋力トレーニング教室
＆継続トレーニング教室見学会

　とき　8月3日（水）10:00～ 12:00
　ところ　照ヶ崎プール
　対象　町内在住又は在学・在勤で
健康な方（小学生～）
　定員　20名（先着順）
　応募期間　当日 10:00 まで
　（定員に達し次第、受付終了）
　参加費　無料（未成年者は申し込
　み書に保護者記入有）
　持ち物　スイミングキャップ、ゴ
　ーグル、水着、長袖・長ズボン、きれ
いな靴、2ℓの空ペットボトル
問・申　大磯うみくらぶ事務局まで
氏名、年齢、住所、電話番号をご
連絡ください。
　☎090-3085-2658（11時～19時）
　FAX 0463（61）7660
　http://www.oisoumiclub.org

　筋力のアップやお口の健康、認知
症を予防する脳の使い方など楽しく
学んでみませんか？
　とき・ところ
　 ① 8 月 1 日、8 日、22 日、29
日いずれも月曜日・国府支所、
　② 9 月 6 日、13 日、20 日、27
日いずれも火曜日・さざれ石、
　 ③ 10 月 4 日、11 日、18 日、
25日いすれも火曜日・さざれ石、
　 ④ 平 成 24 年 3 月 1 日、8 日、
15 日、22 日いずれも木曜日・
国府支所　時間は各コースとも午
前 10時から 12時まで
　対象者　町内にお住まいの 65歳
以上の方（各コース約 20名）
　参加費　300円× 4回　1,200 円
　申込締切　各コース第 1 日目の
1 週間前まで
問　保険福祉課　☎内線 302

問 申

▶
▶
▶

▶
▶

▶

▶

▶

▶

▶
▶

▶

▶
▶

▶
▶
▶
▶
▶
問 申

問

　自然災害は、いつどのような形で襲ってくるか分かりません。
いざというときに慌てず冷静に行動できるよう、災害に対する心構え
や備え、災害時にすべきことを見つめ直してみましょう。

日　　時 会　　場 対象地域
８月27日（土）
13：00～14：30 国府中学校視聴覚室 虫窪・西久保・

黒岩・石神台
８月28日（日）
13：00～14：30 中丸会館 国府新宿・中丸

９月３日（土）
13：00～14：30 生沢会館 生沢・寺坂

９月10日（土）
13：00～14：30 月京会館 月京・馬場

問　国府中学校　☎（71）0410問

国府中学校地域フォーラム

　かつての面影を偲びながら長者林
の別荘地跡を散策しませんか。
　とき　9月 10日（土）9:30 ～
　小雨決行
　ところ　JR大磯駅
　コース　大磯駅～御料局跡～吉川
重吉邸跡～正岡子規ゆかりの松林
館跡～旧小林喜一邸見学～村井吉
兵衛邸跡～移街碑～ JR大磯駅　
約 4.5km　2時間半
　定員　100名（応募者多数抽選）
　参加費　500円（保険代等含む）
　募集及び申込方法　氏名、住所、
電話番号、人数（2名まで）及び「9
月散策会」と記入の上、往復はが
きにて。8月 30日（火）必着。
問・申　〒 255-0003　大磯町大磯
　960-3　はまひるがお内　大磯ガ
イドボランティア協会
　☎ 080（3429）2145  9:00 ～ 17:00

正岡子規も愛した、松籟ひびく
「長者林」の別荘地跡を訪ねる

問 申

▶

▶
▶

▶
▶
▶

▲着衣泳体験会の様子（昨年）
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夏の大学
宇宙天気（スペースウェザー）を知ろう

　小中学生を対象に宇宙の天気、太
陽の活動、地球に関する公開授業を
行います。
　とき　8月 25日（木）、26日（金）
10:00 ～ 16:00
　ところ　星槎グループ大磯キャン
パス（大磯駅から送迎バス有り）
　対象　小学 5年生から中学 3年
生まで
　参加費　500円（保険、教材費等）
　定員　50名 
　持ち物　1.5 リットル空ペットボ
トル（炭酸飲料用）
　申込方法　専用用紙を Fax また
　は eメール（用紙は町役場受付等
にあります）
　jswc_kaiin@spaceweather.or.jp
問・申　スペースウェザー協会（星
　槎グループ内）☎（71）6046
　FAX（60）3507

▶

▶

▶

▶
▶
▶

▶

　自分たちの成人式を企画、運営し
ませんか。
　対象　平成 24年 1月に成人式を
迎える方（平成 3年 4月 2日～平
成 4年 4月 1日生まれの方）
　会議予定　月 1回程度（委員の皆
さんの都合で調整します。）
問・申　生涯学習課　☎内線 323

　おおいそ文化祭と同時開催する
「おおいそ美術展」に出品しませんか。
　とき　10月22日（土）、23日（日）
9:00 ～ 16:00

　ところ　郷土資料館研修室
　募集作品　絵画（仮縁 20 号ま
で）、書、造形、写真（全紙まで）など
　募集点数　1人 1点
　対象　町内在住在学・在勤の個人
で、団体・サークルに所属してい
ない方
　申込期間　9月 16日（金）まで
問・申　生涯学習課　☎内線 329

▶

▶

▶

▶
▶

▶
▶

▶

成人式実行委員募集「おおいそ美術展」作品募集

　地域や家庭で大人が子どもたちに
どのように関わっていったらよいか。
　テーマ　「今どきの子どもたちの
現状そして大人の役割」～地域で
は、家庭では～
　とき　8月 27日（土）
　13:30 ～ 15:40
　ところ　保健センター　研修室
　対象者　町内在住・在学・在勤
　定員　100名
　講師　神奈川県警察本部少年相談 
保護センター所長 　阿部 敏子氏
※当日は、保育ボランティアによる
保育を実施します。
　申込み　不要
問　社会を明るくする運動推進委員
会（保険福祉課内）☎内線 303

「社会を明るくする運動」講演会
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを

支える地域のチカラ～

▶

▶

▶
▶
▶
▶

▶
問

問 申

　フランス国立音楽院出身者と震災
の見舞いにかけつけるマッソン氏の
ピアノ演奏。
　とき　9月 3日（土）15:30 開演
　ところ　聖ステパノ学園 ｢海の見
えるホール｣
　出演者　ギョーム・マッソン氏、
宮崎　明香氏、渡辺　愛氏
　定員　200名
　参加費　1,000円（義援金として）
問・申　エコール・ド・ピアノ・チ
ャリティーコンサート係
　☎（61）2893

東日本復興支援
第8回 チャリティーコンサート

問 申 問 申

▶
▶

▶

▶
▶

　とき　8月 6日（土）9:00 ～ 10:30
　ところ　国府小学校体育館
　演題　「放射線被ばくの考え方
　～医療被ばくと原発事故による人
体への影響について～」
　講師
　東海大学医学部付属大磯病院
　放射線科医長　岩田　美郎氏
　診療放射線技師　長谷川 隆幸氏
　対象　大磯町、二宮町の幼保小中
学生の保護者、中学生以上の生徒、
及び町民
　その他　上履きをご持参のうえ、
自転車、バイク、公共交通機関を
ご利用ください。また、会場は暑
くなることが予想されますので飲
み物、うちわ等をお持ちください。
問・申　生涯学習課　☎内線 329

ファミリー教室
「放射線を学ぶ」

問 申

問 申

▶
▶
▶

▶

▶

▶

▲おおいそ美術展（昨年）

▲昨年の実行委員会の様子
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　とき　9月 11日（日）8:30 ～
　ところ　国府中学校体育館
　対象　町内在住・在勤・在学の方
で構成したチーム。
　参加費　無料、ゼッケンは各自用意
　競技方法　３ダブルス（３人編成）。
編成メンバーに端数がでる場合、
希望があれば一人でも、組み合わ
せ時に他の団体と混成チームを組
むことも可能。
　種目　男子の部、女子の部
　申込締切　8月 26日（金）まで
問・申　町体育協会卓球部
　小野寺宅　☎（61）4713

　「湘南国際マラソン」開催にともない、一緒に創り上げていけるボラ
ンティアスタッフを募集します。
　全力でゴールを目指すランナーと一緒に元気を届けていきましょう。
　大会日程　11月 3日（木）　※祝日・文化の日
　活動日　10月 29日（土）～ 11月 4日（金）の中から選択
　準備会　10月 2日（日）、10月 9日（日）、10月 23日（日）のいずれか
　活動内容　設営補助、給水物品準備、プレイベント「ビーチサイド
ウォーク」サポート、スタート誘導、コース誘導、フィニッシュ管理、
会場内案内。救護、給水、荷物置き場、通訳など。
　申込方法　インターネット・申込用紙郵送または FAX
　締切日　8月 31日（水）
問　NPO法人　湘南スポーツコミュニティーセンター
　☎（70）6668　FAX（71）1666（平日 10時～ 17時 30分）
　E-mail：sscc ＠ npo-sscc.com

　小学生から大人まで、ファミリー
で楽しみながらコミュニケーション
を深めませんか。
　とき　8月 6日（土）9:30 ～ 15:30
　ところ　岩田孝八記念室内競技場
　参加資格　町在住、在勤、在学で
小学 3年生以上の方
　持ち物　飲み物、昼食、上履き
問　町体育協会ゲートボール部
　後藤宅　☎（61）2214

第49回
町民卓球大会（団体戦）

第21回
町民ファミリーゲートボール大会

▶
▶
▶

▶

木曜日 10：00～11：00

　6月 19 日（日）、国府小学校体
育館、6チームが参加。
優　勝　ＯＩＳＯ．Ｖ
準優勝　Ｔｅａｍ　ＲＩＳＥ
第３位　はまなす
問　町体育協会バレーボール部
　佐藤宅　☎（73）1213

　6 月 5 日（日）、国府小学校体
育館 4チーム参加。
優　勝　ラブ　スポルト
準優勝　FCカムチ
第３位　男宿
問　町体育協会サッカー部
　加藤宅　☎（61）3643

講道館護身術　金メダル獲得
濵名　智男さん（国府本郷）

大会3連覇！！
　6 月 14 日（火）、15 日（水）
にドイツ・フランクフルトで開
催された標記大会の講道館護身
術で金メダルを獲得されました。
　大会は 27 ヶ国 123 組の選
手が参加し熱戦が繰り広げられ
ました。
　濵名・山崎組は、予選、決勝と
もに他の追従を許さずに 613
点を獲得し完勝となりました。
問　スポーツ健康課
　☎内線 324

第23回 町民バレーボール大会

第2回 春季町民フットサル大会

第3回
世界形選手権大会（柔道）

スポーツ大会の結果
結果は町ホームページでも確認できます。

問

問
問

問

消防情報ダイヤル　　　☎ （61）5151

防災行政無線ダイヤル　☎ （62）1122

消防車の出動情報、休日当番医情報は、こちらで確認
をしてください。通常は、防災情報（内容は毎月変わ
ります。）が聞けます。　　　消防署　☎（61）0911

防災行政無線で放送した内容を電話で確認できます。
　 危機管理対策室　☎内線241問

問

問

　広報おおいそ 4月号と合わせて全戸配布した「おおいそ健康カレンダー
平成 23年度版」中の乳がん、子宮がん無料検診の対象年齢に誤りがあり
ましたので、お詫びして訂正いたします。

対象年齢
▶乳がん検診
　誤）4月 1日現在で、20歳、25歳、30歳、　　　　正）4月 1日現在で、40歳、45歳、50歳、
　　　35歳、40歳になっている方　　　　　　　➡　　　55 歳、60歳になっている方
▶子宮がん検診
　誤）4月 1日現在で、40歳、45歳、50歳、　　　　正）4月 1日現在で、20歳、25歳、30歳、
　　　55歳、60歳になっている方　　　　　　　➡　　　35 歳、40歳になっている方

お詫びと訂正
子宮がん無料検診の対象年齢

問 申

▶
▶
▶
▶

▶
▶

「第６回湘南国際マラソン」ボランティア募集！

▶
▶
▶

▶
▶

▶
▶
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平成23年度　自衛官募集

募集種目 一般曹候補生 自衛官候補生
男　子 女　子

資　　格 18歳以上27歳未満の者 18歳以上27歳未満の者
受付期間 8月1日～9月9日 通　年 8月1日～9月9日

試験期間 1次　9月17日
2次　10月6日～13日

受付時に
お知らせします 9月25日～28日

合格発表 1次　9月30日
2次　11月10日

試験時に
お知らせします 11月10日

入隊時期 24年3月下旬
　　　　～4月上旬

採用予定通知書で
お知らせします

24年3月下旬
　　　～4月上旬

　平塚、秦野、伊勢原、大磯、二宮
の小・中学校、高等学校の児童生徒
が集い、いじめ・暴力をなくすため
に私たちができることなどを話し合
います。
　一般の児童・生徒、保護者、教員、
県民の方も自由に参加できます。
　とき　8月 6日（土）13:00～15:50
　ところ　平塚市教育会館（平塚市
　浅間町 12-41）
問　子ども育成課　☎内線 325

　対象　スキルを習得し就職する意
欲のある方
　募集コース
◎東部校　☎ 045（504）2810：
機械CAD、溶接・板金、ケアワー
カー等
◎平塚校　☎（23）1922：金属加
工、建築CAD等
◎秦野校　☎（81）0870: 機械C
AD等
◎小田原校　☎0465（23）2275：
ケアワーカー、介護調理等
　選考日　8月 28 日（日）※要事前
手続き（8月 11日（木）まで）
※詳細は、各校・ハローワークで
問　県産業人材課　☎045（210）5715

が ん 検 診（はがきによる申込制）
検診項目 検　　診　　日 対　象　者 定　　員 自己負担金
肺がん 10月２日（日）、10月13日（木）

８：30～11：30 40歳以上の成人 各日50名
600円

大腸がん 400円
子宮がん ９月17日（土）

９：00～11：00、13：00～14：00

20歳以上の女性 午前・午後
各30名

800円

乳がん 40歳以上の女性 1,400円
（40代は1,700円）

※ 75歳以上の方の自己負担金は上記金額の半額となります。
※無料クーポンをお持ちの方は、自己負担はありません。
　当日クーポン券をお持ちください。
◎申込方法
　はがき又は窓口で、希望する検診日の 30 日前までにお申し込みください。
　電話による申し込みは受付できません。
申・問　スポーツ健康課　☎内線309・310・319

第９回
中地区児童生徒が語り合う集い

県立職業技術校10月生募集

火事と救急
6月の出動状況

消防車…   34件（火災出動 1、救助出動 0、その他出動 33）
救急車…117件（急病 60、交通事故 20、一般負傷 16、その他 21）

▶
▶

▶

▶

▶

問

　
「
藤
村
島
崎
春
樹
逝
く
　
梅

林
の
下
靜
に
眠
る
文
豪
」

　
昭
和
18
年
８
月
26
日
の
神
奈

川
新
聞
の
見
出
し
で
す
。

　
昭
和
18
年
８
月
21
日
、
藤
村

は
執
筆
中
の
『
東
方
の
門
』
を

静
子
婦
人
に
読
ん
で
も
ら
い
ま

す
。
突
然
の
ひ
ど
い
頭
痛
に
続

い
て
四
肢
硬
直
。

　
『
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
ね
』

　
『
原
稿
は
間
に
合
う
か
ね
』

　
東
の
方
の
庭
に
目
を
や
っ
て
、

　
『
涼
し
い
風
だ
ね
』
と
。

　
涼
風
の
過
ぎ
去
る
の
を
感
じ

な
が
ら
深
い
昏
睡
状
態
に
な
り
、

そ
の
ま
ま
意
識
が
戻
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
街
道
の
彼
方
に
海
が
ち
ら
り

と
見
え
、
潮
風
が
吹
き
渡
る
と

自
ら
墓
地
を
求
め
た
地
福
寺
に

て
、
藤
村
を
偲
び
ま
す
。

▼
と
き
　
８
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
地
福
寺

▼
内
容
　
地
福
寺
住
職
に
よ
る

回
向
後
、
参
列
者
の
献
花
・

献
香

▼
参
加
方
法
　
当
日
現
地
集
合

◎
問
い
合
わ
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社
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磯
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光
協
会
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０
０

　
・
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光
推
進
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☎
内
線
２
４
８

検索

問 申

文
豪  

島
崎
藤
村
を
偲
ぶ

命
日
に 

島
崎
藤
村
忌 

開
催

　上記以外の各種募集（防衛大学校等）も行っていますので、詳しくはお
問い合わせください。
問　自衛隊平塚地域事務所　☎（22）5547問 問

はがき記入例（必ず全ての項目をご記入ください）

切手
255－8555

大
磯
町
東
小
磯
１
８
３

郵便番号・住所

氏名・性別

電話番号

希望する検診の種類・
検診日
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ゆずります！ゆずってください！

不用品登録情報
○ ゆずります
キーボード、パソコンデスク、スチール
ラック、折りたたみ式マッサージベッド、
畳ベッド、衣類棚、噴霧器、茶箱、バウ
ンサー、ベッドガード、チャイルドシート、
スタンディングチェア

○ ゆずってください
ミシン、電子レンジ、液晶付ＤＶＤプレ
イヤー、パソコン、フォークギター、ベビー
ベッド、幼児用ハイチェア、ベビーカー、
ベビーゲート、二段ベッド、リヤカー、
男性用健康器具、電子ピアノ、掃除機

▶不用品の登録やあっせんの受付
8：30～17：15 （土・日・祝日は除きます）
不用品登録状況はホームページでも
ご覧いただけます。

　　町民課　☎内線237問

会議開催のお知らせ
教育委員会定例会
　8月17日（水）　9時～
　役場本庁舎　4階第1会議室
　　子ども育成課　☎内線322
農業委員会総会
　8月24日（水）　13時30分～
　国府支所　2階会議室
　　農業委員会　☎内線358

問

問

（
評
）
電
燈
の
明
り
で
美
し
い
影
絵
を
見

る
よ
う
で
す
。
夕
日
を
浴
び
た
少
年
の
シ

ル
エ
ッ
ト
が
い
い
。
遠
景
に
夕
日
と
海
。

近
景
に
は
海
老
釣
り
の
少
年
が
二
人
、
そ

れ
に
桟
橋
。
デ
ッ
サ
ン
が
し
っ
か
り
し
て

い
て
、
い
さ
さ
か
も
不
明
瞭
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
せ
ん
。
少
年
の
歓
声
は
、
作
者
の

喜
び
も
表
わ
し
て
い
て
、
景
と
情
が
マ
ッ

チ
し
て
い
ま
す
。
力
量
の
あ
る
作
者
。

（
西
行
祭
選
者
　
柳
　
宣
宏
）

西
行
祭
献
詠
短
歌
　
一
般
の
部

茅
ヶ
崎
市
　
　
星
野
　
貴
美
子

海
老
釣
り
の
少
年
二
人

　
　
桟
橋
に
日
暮
れ
て
も
尚

歓
声
聞
こ
ゆ

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
経
済
課
　
☎
内
線
２
６
３
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相談の案内［8月］

18日（木）13時～16時

相　談　名 相　談　内　容　等 と　　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課

人 権 相 談 憲法で保障されている人権への侵害に関する相談

16日（火）
13時～15時30分（予約制）

福祉センター
「さざれ石」

社会福祉協議会
☎（61）9390

平塚保健福祉事務所　☎（32）0 1 3 0

心 配 ごと 相 談 人間関係などの日常生活上のさまざまな悩み、相談

毎週月曜日～金曜日
（ただし、祝日は除きます）
9時～正午/13時～16時30分

大磯町教育研究所　教育相談窓口
（町立小磯幼稚園内）　☎（60）3 6 7 0電 話 教 育 相 談 不登校・いじめ等　電話・来所相談

対象…園児・児童・生徒と保護者

こころの健康相談
心の悩みや病気で困っている方やその家族を対
象に精神科医が相談を受けます。
（引きこもりやアルコール等の相談も含む）

毎週月曜日～金曜日（ただし、祝日は除きます）
8時30分～17時15分

大磯町児童虐待相談ホットライン
（子育て支援室内）　☎（61）6 2 1 0児 童 虐 待 相 談 児童虐待に関する相談

毎週月曜日～金曜日（ただし、祝日は除きます）
8時30分～17時15分

大磯町地域包括支援センター
☎（61）9 9 6 6高齢者介護相談 高齢者の介護に関する相談

毎週水曜日、第1第３土曜日
13時30分～15時（予約制）

障害福祉センター
☎（73）4 5 3 0心 の 保 健 相 談 心の病気に関する悩みを抱えてい

る本人や家族の相談

11日（木）13時～16時行 政 相 談 行政や特殊法人に対する要望や苦情

11日（木）、18日（木）
13時～16時（予約制１回30分以内）

お問い合わせください。
13時30分～15時45分（予約制）

お問い合わせください。
13時30分～15時45分（予約制）

法 律 相 談 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、日常生活
の中の法律的な問題

認 知 症 相談
（老人性痴呆疾患）

認知症の治療や対応の仕方について精神科
医が相談を受けます。

消 費 生 活 相 談

物品、サービス等の契約に関するト
ラブル、解約手続き、
商品や訪問販売に関する
苦情等

福祉センター
「さざれ石」
※法律相談の予約は
　毎月１日からです。
（１日が土・日・祝日の場合　
は、翌日または翌々日）

町民課
☎（61）4 1 0 0
内線237

平塚市消費生活センター
☎（21）7 5 3 0　※無料の駐車場はありません。

月～金　9時30分～16時

月～金　9時30分～19時
土日祝　9時30分～16時30分

（ただし、年末年始及び
 施設管理上実施でき
 ない日を除きます。）

（ただし、祝日は除きます）

かながわ中央消費生活センター
☎0 4 5（3 1 1）0 9 9 9

気象情報
6月

最高気温 31.7度　　最低気温 12.5度　　平均気温 21.9度
総雨量 148.5mm

　
今
年
に
入
り
、
天
候
に

恵
ま
れ
て
い
る
さ
か
な
の

朝
市
＆
大
磯
市
。
「
ア

ジ
」
や
「
カ
マ
ス
」
が
大

量
に
水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
０
０
店
以
上
が
出

店
す
る
大
磯
市
も
見
所
＆

食
べ
所
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

お勧めの過ごし方
８時 ●さかなの朝市の整理券

　を入手
●照ヶ崎海岸展望遊歩道
　より続々と飛来するア
　オバトを観察
※天候によっては見られないことがあります。

９時 ●さかなの朝市で新鮮な
　お魚の購入
●大磯市を楽しむ

楽しんだ後は…

大磯海水浴場へ！！

さ
か
な
の
朝
市
＆
大
磯
市

▼
と
き
　
８
月
21
日（
日
）

　
　
　
　
９
時
〜
14
時

（
さ
か
な
の
朝
市
の
整
理

券
配
布
は
８
時
〜
）

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
港

◎
問
い
合
わ
せ

　
観
光
推
進
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☎
内
線
２
４
８

〜

〜
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☎内線319

町の人口と世帯
7月1日現在

人口 32,966（＋ 4）　男 　─　　　　女 　─
世帯 12,518（＋16）　（　）は前月比

※人口の男女は、平成22年国勢調査の結果が公表され次第お知らせします。

野島　かのんちゃん
平成22年7月16日生

裕樹さん、奈津子さんの長女

　クレヨンで初めてのお絵かき。何を
描いてるのかな？
　今度はパパとママを描いてね。

　なすは体を冷やす効果があるので、夏バテぎみのときにおすすめ
の食材です。皮の部分にはナスニンという色素が含まれ、抗酸化作
用があるといわれています。

なす　　　　　　　　　４本
卵　　　　　　　　　　１個
木綿豆腐　　　　　　 100g
生しいたけ　　　　　　４個
　　だし汁　　　 　 120ml
Ａ　しょうゆ　　　小さじ４
　　みりん　　　　小さじ２
　　片栗粉　　　　　　少々

①なすは縦半分に切り、表面に格子状の切れ目を入れて4等分し、
ラップをして電子レンジで 3分程加熱する。
②木綿豆腐は手でちぎり、生しいたけはみじん切りにする。
③鍋にＡと②を入れ、煮立てる。
④水溶き片栗粉でとろみをつけ、溶き卵を加えてふんわりとさせる。
⑤①のなすを器に盛り、上から④のあんをかける。

なすのふわふわそぼろあんかけ

写真・レシピ提供
大磯町食生活改善推進団体（ママの会）

カメラ
スケッチ
カメラ
スケッチ

撮影者（広報カメラマン）①太田さん  ②上田さん  ③高田さん  ④杉崎さん  ⑤奥野さん  ⑥西村さん

①障害物競走の様子
（6 ／ 4　大磯中運

動会）

②白キス投釣大会
（6 ／ 12　こゆるぎの浜）

⑤のどかな田園風景
（6 ／ 29　寺坂）

⑥海水浴場開き
（　／ 3　北浜海岸）

③かもの親子 （6 ／ 16　不動川）

④津波避難訓練
（6 ／ 18　大磯小学校）


